
「親子読書会」を開催しました！ 
  社会では、高度な情報化への進展を受け、生活様式がどんどんスマート化している状況
にあります。今後もＡＩを中心にそうした発展は更に進み、これからの社会がどういう社
会になるのかを予測することが困難になっています。 
　学校教育では、ＩＣＴ活用による授業改善が進められ、本校でも児童全員にタブレット
端末が一人一台ずつ配付されました。それにより子供たちは、休み時間を利用し、各々の
タブレット端末でタイピングの練習等を行う姿が多く見られるようになっています。こう
したＩＣＴ機器の利用は家庭でも多く見られ、読書活動に取り組む環境の確保が難しくな
ってきている状況にあります。 
　こうした課題を受け、今年度、学校運営協議会委員に「親子読書会」の開催を提案し、
学校と学校運営協議会が協働で取り組むことにしました。読書会は、夜間に学校の教室を
利用し開催します。そこでは、親子がメディアからの影響を一切受けずに読書を楽しむ環
境を確保することをねらったものです。 
　初年度は校長自身が中心となりプロジェクトチームで企画、運営し、学校応援団の支援
を受けて開催します。 
　第１回「親子読書の会」を４月27日(木)に開催しました。この会には、本校児童ととも
に父親、母親、幼児、卒業生が参加し、読書を楽しむことを柱とするコミュニティが確立
できたように思われます。また、参加者が読書を楽しむとともに学校運営協議会委員の鈴
木さんの発案で「紙芝居」が行われたことは、発展的に持続する上で大きな意味をもつも
のとなりました。次回は、５月25日(木)に開催します。是非、親子でお越しください。 
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 「読書活動の扉を開く」(５月10日号)を読んでの感想
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令和５年度《昨年度に続き、今年度も読書活動の楽しさと大切さを伝えたくて》 

読書活動への扉を開く！ 
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